














































ことで、レコード針の進行速度を一定に保持し（線速度一定または等線速度） 、長時間の収録を可能にしていた。再生音の初めと終わりで音質が次第に劣化してゆくのを抑える効果も期待できる。当時としては画期的な発明品であった。ところが、昭和三年（一九二八）一月を最後に、新譜は発売されなくな てしまったという。営業的 は失敗した製品だったこ になる。　
音盤が線速度一定で製作されていたため、ニットー長時間レコードの再
生には、専用の速度調節器または専用の蓄音器が必要であった。言うまでもなく、そうした再生装置もニットーが生産販売していた。ところが、数年で姿を消した製品であったため、完品 現存する速度調節器ある は動態保存されている専用再生機は、今のところそ 存在を確認できていない少なくとも、収蔵す 公的機関はないようである。勿論、これま に線度一定で回転を制御でき アナログレコード ターンテーブルは商品化されていない（ちなみにＣＤの回転は線速度制御） 専用再 機が入手できないニットー長時間レコードは、きわめて厄介 音声媒体なのである。　
ニットー長時間レコードに関しては、歴史的な事実関係も含め、大西秀


















直径から算出できる。回転数を一定にしたまま、つまり通常のレコードのように角速度一定 再生収録したデジタル音声に対して、次第に遅くなるレコード針の 変化に同期させ、ピッチを漸次上げて行くような処理を行うことができれば、理屈の上では線速度一定で再生したものと等価の音声データが得られる。ただし、技術的に可能であっても、実現は容易なことでない。その困難で手のかかる復元作業 携わったのが大西秀紀氏である。　
デジタル編集による復元作業の実際については、前出「長時間レコード










































































































































































































































































所蔵数、一三タイトル一六枚は必ずしも多いとはいえないかもしれない。しかし、 新譜の発売期間は大正十五年（一九二六）十一月から昭和三年（一九二八） 一月のわずか一年と数か月であった。極めて短期間で消えてしまった製品である上に、通常の蓄音器ではうまく再生できなかったことも災いして、残されたレコードの数そのものが少ない（昭和館でも収蔵は三枚） 。七七種の全てが現存 ている かも定かで ない。今後の調査の進展に期すことにし い。　
ところで、レコードの価値は、骨董的な稀少性だけではかるべきもので




















































は容易なこと はない。長時間レコードから文字起しした落語三席を、参考資料として掲げておく。これだけの文字情報が滞りなく戦前のレコード一枚に込められ いたということは、口演の好調さを反映するものと えるのではないだろうか。　
今年度、無形文化遺産部が主催した公開学術講座『昭和初期上方落語の
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Report on Nitto Long Play Records in the Collection of the National 
Research Institute for Cultural Properties, Tokyo
Ijima  Mitsuru
　　Recording time of 10 inch short play records (78rpm) that widely popular before World War II 
was approximately 3 minutes per side. For this reason, various ways were developed to enable 
continuous recording for pieces that were longer than 3 minutes.
　　In the latter half of the 1910s Nitto, a record company in Osaka, developed a long play record 
that enabled recording for a little over 10 minutes per side. This was an epoch-making invention. 
However, while the recording system employed for ordinary records was constant angular velocity, 
the one for Nitto long play records was constant linear velocity. For this reason, a special player 
was necessary and Nitto long play record was not so popular. Now, it is extremely difficult to obtain 
proper sound of Nitto long play record whose manufacture was terminated several years after its 
development. 
　　The Department of Intangible Cultural Heritage of the National Research Institute for Cultural 
Properties, Tokyo has a collection of 16 Nitto long play records. An open lecture entitled “Record of 
Kamigata Rakugo of the Early Showa Period” （Main Hall of Heisei-kan, Tokyo National Museum, 
October 5, 2013) was held on the topic of this record. In the present report, Nitto long play records 
in the Institute’s collection are introduced with focus on the one used in the open lecture. 
